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'従 來 は 酸素 及:ぴ一酸 化 炭 索 を含 む 混 合 ガ スか ら水
素 を分 離 す るに 液 髏 水 累 が 川 ひ られ た.こ 担 ま不 便
で あ りうく高價 なの で斯 る物 理 的方 法 に換 へ て 化 撃 的
『 .方法 を試 み た.そ オLには 操 作 巾 には 才 ル ソー パ ヲの
轉 移 ぱ 起 らな いで.L蓮の ガ ス を 定斌 的 に吸 牧 ナ る溶
液 を見 田 す寧 が必 要 で あ る・
酸 素 の 吸牧.SchienkがN,の 椿 製 に使 用 した 方
法 を探 川 して 見 た・ これ ば ト リフエ ニ ル メチ ル ソヂ
ゥ ム瀞 液 のOEガ ス との速 か に して 月.っ完 会な 便 應
を利 用 した もので あ り.Scbl合n瓦ITarctisの研 究 に
於 て は ヂ エチ ル エ ー テル ポ 用 ひ られ て ゐ るが,こ1し
ほ蒸 氣 壓 が 高 く又活 栓 の グ リ.一ズ を溶 す か ら代 りに
200Cで二,三粍 の 蒸 氣 碩 を有 す るヂ プ.チルエ ーテ ル
を用 ひ る.
普 涌 の方 法 で造 らオL濾過 さiLた澣 液 は純N2氣 流
中 で蒸 發 さ才しこの操 作 中 に ヂ ブ チ ルエ 卩チ ル は徐 々
に添 加 さオ1しる.實 際 に用 ひ た溶 液 は ト リフ エ;ル メ
チ ル ゾヂ ゥ∴で 飽 禰 され 固形 の 向 物 質 を.含む・ ζ 糾
.を 振 盤 器 に貯 へ眞 空 装置 に蓮 結 し て 長(PtMII來.る
や うにす る・溶 液 中 に ガ スを擁 散 きせ るの は 冷 却 に
よつ て加 速 鴫來,一 分間 も嬰Lな い ・
上逓 の.儕液 を川 ひ て次 の・二 の試 み を行 つ た・:30
ClbiemTIL(S.T.P.}の酸 素 を20.caの溶 液 に吸 はせ
た 所,殆 ん ど完 全 に吸 收 され た(0.00う%以下)・30cc.
ロ
の済 液 を7恥蟻の容 器 に入 オ.しパ ラ水素 を導 入 して 些 の
韓 移 を見 る に.ha!f-1ife一量imeは2時間 半 で あ っ た・
即 ち 二れ に よオvば酸 索 を吸 牧 す.る時 間 巾 の輔 移 竦 は
無 親 的 で あ る.こ の際 の韓 移 ば迸 離 ト リフ ニ 副 レメ
チ ルが 随 か なが ら存 す る嘉 に よ る・
一酸 化 炭 素 の吸牧.晋 通 の 酸 化 第一 謂 一 ア ンモ 島
ヤ溶 液 を.贋ひ る.・前建 酸 素 の揚 合 と 同樣 に して500
・ubi・nim.(S.T.P.)のCO`ま殆 ん ど(0、005%以
下)吸 收 さオ.した ・20cubic.mm・の普 通 の 水素 ガ ス と
2[KOcubicロIM..のCOと混 合物 を恥ひ 典 の4qCubic
mrn.{S.T.P.)を瀞 液40㏄.に吸 收 させ た所,COは.
二,三時 問振 跫 の 後0.1%以下 とな つ た・
こめ條 件で オ ル ソー.・・"7T轉移 のhalf-life-ti・・eぼ
10〔畤 問 で あ り.かxる 操 伽1」の韓 移 は無 視 的 矯 あ る
録
か ら.1考一 られ る二 價 あ鋼 化 合 物 〔[・・阻脚9面 り の
影 響.を除 く.ためiご特 別 の注 意 を拂 ふ 必要 はな い.
ニオしらめ方 法 はIIユ あみ で な..くDきIIDに も適
川 さオ.レ得 乙..(屋 代)
18・ 低 温 に 於 け る 間 態 水 素 化 合 物 の 光 分 鰯
L.1"nTkas,Y.Hir5hherg,andLりSan・!er,一1:・9・n・ロ
Cht'nt.5bボ.,61,3393配G(19$9).
低 温 に於 け る固 鐙 の光 分 解1.こ就 い て は 殆 ん ど知 ら
オして ゐ ない.水 素 の パ ヲ・オ ル トの比 は200KO以-F
で1ま謔曁度i.こ依據 す るか ら,分 ・解 の 結 果フk素を生 ず る.
如 き 反塵 で は そ の反 懸 機構 を知 る興 瞭 あ る.方法 とな
る・ かLる 見 地 か ら沃 化 水素,フ オ ル ム ア ルデハ イ



















装 置 の大 要 は 箪1既 の 如 し 賞 驗 方法 は 反 應物 質
を液 態筆 氣 で 哈 却 した.Sに凝 結 きせ る.そ の量 はT
と瓦 斯 貯 め との閥 の藩 蕾 及 び壓 力 で定 め る.Sで は
嵐 徑5mmで10,000～100,000分子 層 の もの を付 け る.
光 源 に は水 銀 ア 卩 ク を朋 ひ,Qか ら照射 す る.光 の
b射 照 中 に出 る水 素 を ビ ラ ニゲ ーヂGで 追 随 す る.光
を甌 ち た る 後蒸 獲せ る瓦斯 を大 な る球Bに 集 め,パ
ラ オー ル ト7k索の 組 成分 析 はmicr・C。ndUC繭ty法で
行 ふ.'
.
沃 化 水 素 の場 合 に は照 射 中 に 生 じた永 累 は,沃 化
永 素 の 轄 贔 内 に 含 まれ て一 部 分 のみ が氣 相 に田 て來
る.光 を斷 ち た る後 液 態 空氣 の高 さをSの 下 まで下
げ る と水 素 は 全 て 出 て 來 る・ こ の水 索 は34%パ ラ水
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ラ水索は光の照射中問相に於いて生成.し,且つそ.の
ト
濃 度 は 固 態沃 化 水 素 の光 分 解 の際 の 温 度 を示 す.
沃 化 煉 の光 分 解 は無 相 の.場介 と同様 液 態 及 び 間
態 で も次 の如 き樅 構 が考 へ られ る.
1.II十hり→II十1(1)
H十HIL炉H?十 享 ② 一
1+1一 レ12(3)
此 の際 ・ぐラ永素 の 生成 す るの は(2)及び 血 成 した沃
慶 原 子 の 觸媒 俐llに依 恥 ベ ラ オー ル ト棟 移 が 起 る.
1十〇・H=21÷P・H2
著 者 は貸 験結 果 よ り生成 した.るパ ラ 水素 は,こ の
閤 媒 反 應 よ り も.,(2)式に.よる複 分 解 反 應 に依 る部 分
の大 な る こ とを指 嫡 して ゐ る,
フオ.ルム アル デハ イ ド及 び メチ ル アル層コー ル の場
合 に は.水素 及び一 酸 化 炭 粢 が 生 成 す6.咐 者 に於 て
生成 した ホ 素は 町d三naryhydmgenでパ ラ水 素 の 濃
度 は%%で あ り,光 分 解 中 に パ ラ 水 索 へ の轉 移 の起
つて ゐ な い こ とを示す ・1
若 し光 分 解 の途 中に 於 い て 水 素 原 子 力・生咸 す れ ば ■鹽1　 蹴 磯 羅 反駄1
な る如.き.パラ水粢 への輙 移 ボ 可能 で あ るが 實 綴継 果
に反 す る故,光 分 解 の 初 期 に於 い て 水 素 原 子 を生 ず
る も,そ れ は 阿一 の分 子 よ 口獲 生.し.ll.それ らの 問 で
水素 分 子 へ の 再結 合 を起 す も φ と考 へ ら.1しる.メ チ
ルア ル コ ール に就 いて も同樣 の こ とが 考 へ られ る.
ρ(八 木)
坦 」 水 素原 子 の 作 用 に 佞 る窒 素 ・燐 及 び




測9肆 表 のVB・VIB・VIIBの元 素 は・ 水 索 に對
して は ハ ロゲ ンに對 す る よ りも 低 い 原子 價 を示 ナ,
燐 や硫 黄 はPF6,.SF・の如 き ものオ=あφが・ 水 素化 『
物 セ は.P[㌔,H盡以.Lの高 級 水 素化 物 は女11らわ て ゐ
たい.故 に今P塩sH、iの 如 き もの をf褐 目的 で ・
P職 と 恥Sに 原 子 駿 氷素 を作 用 させ た・ 實 駿 は 水
累 を.曇O州30cc孑minの遖 度,0.3.m血ligの贖 力で 施
.し無 極 放 電 に よ り原子 駅 水索 を作 る.そ の ノ ズ ルの
出 ロ に反 應 瓦斯.を水 索 の 十分 の一 の 壓 力 で流 田 して
反態 せ しめ,生 成 物 を颪 ち に.液態 空 氣 で冷 却 せ る ト
ラ ツ「プ に捕 集 し.,後に 生 伐 物 を 熱 分 解 ぎせ 壓 力 の吩
仰 よ り反應 悒 成物 の 組 成 を知 る・
液 態空 氣 をjl亅ひな い 場 合 に1.亦N馬P.P!灘,S瑞は
を て 原 子釈 水素 を得 精 合 させ るのみ で あ 昂.P矼3と
H=Sは分 解 して.反應 管 の塑 に,磯黄 や 憐 の低 級 水 素
化 殉 の鏡 を生 ず る,反 鷹管 を液 疲案 氣 で.冷却 して ゐ
る場 合は,白 色 うくは黄 色 の凝 精 物 が 出來 る.ヒ れ を
再 騨 膿 さぜ 熱 分 解 の結 果 縻 力 の層 力服 理 論 値 め0,5
%以 下 で 何 等 高鋭 水棄 化 物 の 生 成 を認 め られ な い.
之 蕚 の 元 素 に於 、.・て 高級 水 素 化物 の 存 在Lな い 理
山 と して,PF"で は イ オ ン化 合物 を形 成 してゐ るに
反 して.水 素 は燵 よ り もeIedro-posillweであ る か
ら,か 覧る種類 の 化 合 物 を作 り得 ない の で あ ら う.
又PH3」.IgS・HCI等は ア ル ゴ ン と同 じ電 子 鼓 毒持
ち,從 つ て稀 有 瓦 斯 の 如 き安 定 な 性 質 を 傑持 してP.
籐分 の 水素 原 子 を坂1,得な い もの と想 像 さオレる.
.(八 木)
20.原 子状 水素 と ア ゾ 丿 タ 冫との 反雁 、
II.HehkIuandH.A.Taylor,ノ=`ゐ,〃,■物航,
8,1.～7(1940>
ア ゾ メ タ ンの 熱 及 光分 解 で は先 づ メチ ル幕 を蛋 じ,
之 が ア ゾ メタ ンに 作 用 して分 解 参趣 む事 を見 田 した.
メチ ル基 以 外 の もの を ア ゾ メタ ンに作 用 させ,中 間
生 成物 を決 定 す る事 は興 昧 あ る樣 に思`対 しる. .
原子 爿丸水 素 はWo【 》dの放 電 管 をlilひて作 り,一 定
の速 度 で ア ゾ メタ ン と 共 に反 廱 管 巾 に流 し,そ の 生
成 物 を分 析 に よ り定 め た・
37。Cに於 け.る反 應 分 祈 め 結 果殆 ど釡 部 め ア ゾ
メ ダンはヂ メチ ル ヒ ドラジ ンに なつ て 居 て,ア ゾ メ
タ ンの 分 裂 は起 ら な かっ だc-N縞 介{まc-c精 合
よ 融弱 く,而 もC-C結 合 は 原 子 験 水累 に よつ て 室
温 で 分裂 を起す 事 か ら考 へ る と,ア ゾ メ タ ンに 對 す
る水素 の 附 加反 應 は活 性 化 熱 が一 暦 小 さい 事 が 結 諭
され る,水 素 添 加 は 次 の 如 く考へ られ る・
cH3N=}ξcHR十H一うcH3NH-NCH3(1)
C正{3NI.L-NC旺3十H;一レCH3解H-NHCI.13十H(2)
Wa葦4en韓位 に釣 しで最 近 提 出 き払 た讐 構1.二.よオしば,
(1)1.二よ り生 じた基 は、 永 素 原子 の存 在 に よ 砺 水 素
分 子 を附 加 して水 素 原 子 を放 出 す る,か く考 へ る と
(2)なる反應 に對 して 活 性 化 熱 は非 常 に小 さな もの
で よ く.,水素添 加 の逖 速 な る事 よ り考 へ て活性 化 熱
ぼ3〔・ lkca1より.も大 で ない 様.に思 はれ る,
uo。cに 於 け る反 廱 反 賑 生 威物 と して メチ ル ヒ.
「'
『..







㍗ ラ ジ ンの 外 に メ タ ン,ヱ タ ン,メ リ」膨 ア ミン を生
f.7k誕の全:玳とア ゾ メタ ンの 彙 の比 が 大 とな る と,
メタ ン及 メチ ル ア ミンの 駄は 扮 す が,エ タ ンは 一定






が 考へ られ 乙・ 〔5)は不均 一 自りに起 り,㈹ は漣 績 的
な 二次 反應 として 起 る捺 に 思 ぱれ る.此 の 擾 構 にk
オレば,ア ゾメ タ ンの 分解 壁は エ タ ンの 黛 と メタ ンの
最 のL12の和で あ る か ら●(3)なる反 黶 の活 性 化 熱 を
η=5zレ噌賀'κ7い」疋感 速 度.∫:立 鐙 閃 チ,z=律'突教.
8;活 性 化 熱 》に よ り計 算 してSkcalを俘 た・
メチ ル ア .ミンの生 成 は 恐 ら.くヂ 圃チ 形 匕 ドヲジ ン
に よる もの .と考 へ られ る.
Cl13NI【一M.ICH3十11一・C[13MI2÷C馬NI「(7}
CII鴇NII十H一・Cl【3M.12(8}
γ ゾ メタ ンの 盆 よ り(7)の活性 化 熱 を 計算 した葛lf果
約Skαdな る値 を得 た。
19あ。Cに 於 け 乙反應110。Cに 於 け る反 應 との 著
しき棚 趣 は1メ チル ア ミンが 約蹄}に な つ た事,エ タ
ンが 貿驗 課 兼 の極 段 に 迄減 少Lた 事,メ タ ンが 碕 ～
2〔,%櫓した 事で あ る・ 而 して 此 の場 介 一7SOCで凝
繍 ナ る物 質 は分折 の耕 果最 県 正 雀 に ヂ メチ ル ヒ ドヲ
ジ ンで は な く,そ れ よ り窒 叢 舍 有量 の少 し・もの を も
舍 む ・此 の群 よ り,生 じた メチ ル基 が ア ゾ メ ク ンに




か 」る化 合 物 が混 合 して 居 る の で あ る・ 之 等 の温 合 引
物 に鯛 す る窒 素含 布 量 の 計 算 旗 と賞 験 値 との比 較 の
韓 果 反 燃.生成 笹 は トリ メ乎,レヒ ドヲ ジ ンに な らね ば
な らぬ 棣 に思 はオしる.
結 局 認 慶 が 高 くな るに從 つ て 水 索原 子 の存 在に於
て メタ ンの 安 完性 は
CI..【4十i{一・CII3十1【9
,なる反脚.二よつて 減 少す る・ 從 つ て メチ ル 基 の 濃 度
が大 とな り7ヅ メタ ン と紡 合 す るの で あ る・(長谷 川)
21.ク ロ ロ プ レ 冫 の 量 合.1 .凝 罐 相 に 於 け る
ク ロ ロ プ レ 冫 重 含 の 動 力 墨 に 對 す る テ ト ラ.
り 冫 ・ハ イ ド ロ パ ー オ キ サ イ ド の 影 響
S,Mcdw6dow,E.01ilikinanndV.KlimelLko竪P
4♂如 以r5'rθ`〃丿 ,肌 刃.ヱ ∫.'・5
駈1.751宀r6`;(193D)・
ク ロ ロプ レ ンの 菰 合 は そ の 反 唯 の傑 件 に よつ て 過
裡 を,異r.こし,又 此 の 反昭 が 連欽 反.慮で あ る と云副 事
か ら實 驗 の方 法 ・ 準 傭 等 に特 別 の注 意 を必 要 とす ゐ・
反 應 は酸 煮 乂は イ∫轡 過 酸 化 杓1二よつ て 非常 に促 逖 さ.
れ るが・ 之 はか 、る物 質が 逹 銚 のi星■ilialorとして
作 用 す る た めで あ 己.本 實 驗 で ぽ 促匙 蛸 と してtel・
ral【血ehydroperoxi匸leを月1ひた.賞 験 は 反 應物 質 が
7F純物 を含 雲な い 樣 勢r.こ注意 レ 空 氣 との接 觸 を違
け.る樫 に して ア ム プ ー ルに封 匸.恒 温 鴇 に 入れ て 一
定;時間 後 にごヒじた〕軟合廿豊を科…量 した・
重 介 速 度 は 時 閃 と共 に 増 ラ'が、 促逾 剤 が 存 在 しな
い場 合 は 一 宛 で あ る・ 而 して 頂 合盟 の中 で ク ロロ ホ
ル ム に不 溶 の もの(μ 一型)の 罰 令 は蓮 度 の 紛 加 と共
に辮 す}此 の 事 ぽ μ一型 生成 物 は 迚 鎮 と 單一 分 子 と
の聞 の 反 慝 で あ る事 を 意 昧す る.重 合 に は 直線 的重

















か 」る側 被 朕 の 重 合懺 が μ 型 であ る と考 へ られ る・
6を に!raline11ydmP巳ro罵ideの量.α を活 性 分子
發'ヒの 速 度 恒敏,7を 淕鎮 の亭均 の 長 さ,λ'を 颪合
せ る クロ.ロプ レンの 跫,1,2は 直 繰 茂 側技 的蕊 合 を
















此 の 式 で 計 算 し た 値 と 費 測 と は よ く一 致 した ・
10ghとV7'と の 間 解》闘 係 よ りtetr:i1inehy(lrope【・
コ
o価deの 影 響 下 に於 け る直 線 的 盂 合 に鉗Lて εれ=
10.5kca].側伎 的 重介 に 對 してeh=20.L)kca1,難曲
軍 合 に舅 してEb=20・2kcalを得 た ・thと 魏 とが
等 しい 事 は 之 等 の場 合 に於 て 活性ll1心の生 成 は 熱 的
な 效 果 に よつ て 起 る二 重 鞘 合 の 活性 化 の精 果 で あ る
　
.と云 か 暇 定 に 一 致 し.ク ロ ロプ レ ンの 承合 を髭 明 す
るた め の糎 裨墜を一 層確4うる もので あ る・(長 彳}川)
22.自 金 表面 に於 け る水 棄 の櫁 腸 酸 化 ・化 學
發 光 及 び イ オ 冫化現 象 の 探 求
R.PotvinImdC.Oueneτ,ノ.■易.階L6乃'〃7・,
44.235畷6(1940>
1.1=,CO或は 炭イヒ水 素 等 の 燃 焼 に 倅r3、發 光 及 び イ
オ ン化 現 象 は一 般 に是 等 の 娼 が 高混 度 な る 鴬 の 熱 的
現 象 と して 詭 剛 さ れ て ゐ る・ 併 し一 面 是 欅 の現 猿 の
一 部 が化 學 的 のbi咽に基 く'1`の可 能 性 も考 へ らオしる・
唯 高温 度 の紹 にあ つ て は熱 的 の 現 象 に覆 ひ 陰 さわ て
斯 か6化 畢 的 の現 象 の 存 在 力{直接 感 知 田 來 ない.そ
こで 著 者 等 は 本 研 究 に於 て 熱 的 の獲 光 及 び イ オ ソ化
'の 起 らな い .な るべ く.低い 温 塵 で 水 素 を接 觸 的 に 酸
化 し,上 蓮 の 化學 的 原 閃に 基 く發 光 及び イオ ン化 現
象 を檢 出せ ん と試 み た ので あ る・1
1臓 方 法=500鳴 の 反 應 管伽1映 部 亅こ徑o漸mm
の 白金線(譌 媒 として使 用)を1竃1.C111の螺 旋 司たr.こし
た もの を封入 し,更 に そ の巾 心勲 に 位 置 す る襟 に タ
ン ゲ ステ ン線 を封 人 して 生成 イオ ン を集 め る電 権 と
し,電 睡 に集 め らオした イオ ン 竃 流 は電 氣 訐 で 談 む.
御 「1金コ イル と冫F行に 反 慮 管 の 噛 に 水凸 の 窓 を附 し
此 の 窓 に 對 して 光砥 子 計 敦 管 を置 き,之 に依 っ て反
曄 誉 か ら放 射 きわ る 紫 外線 を檢 田ナ る・ 反應 め蓮 行
はHy…q・i1の 示 ∫燃 力計 を,卩ひ反 應 系 の厭 力 の變
イヒに よ り舜瑚定 す る・
實瞼 結 果=(】)反 懣 の 動 力學3實 驗 の11的が 他 に
あ る.關係上 醗 り詳.しく調 べ て ゐ な い が ・H2と(,巳と
の 化劇 幅i的 の混 合 物(o'1)に就 き釀 力錦16m鵬Hg
に於 てso刈70。Cに亙 つ て驩 カー 時 開 曲 線 を求 め る
と」}鳧れ もn己 醐 媒f乍用自りなs尋=形 曲線 とな る・ 署留
者 等 は.庇の現 象 を觸媒 表颪 の 活性 中 ・らが,瑠 に 炒
漸 次竕 加 す る轄 果.として 鐙 明 し,1實驗 結 果 を よ く.糞
51一夛樣 な 速 噸藍」弋を導L.、『cゐる▼(2){ヒ尹襲蚤髦光:光 電 了」
計敬 笹 は 陰 趣 に はQI(檢 蜘 し緲 る波.艮域2000一出00
t
A)及 びA旦r2000一廓000A).を使 贋 し,準 均 感 慶 悔
秒 杓lll5photonFであ るが,反 感 中 と眞 空 の場 含 との
20分間 の計 薮 値 の 藻 は常 に繊 酌 屡 差 の 範 附 を1髄な
かつ た.從 つて11gの 接 醐 酸 化 に俘 ふ 化禍 發 光 は若
し存 在 す る と して も此 の構 合 毎 砂 鯉pi}・bnS以下
の もの と考 へ られ る,㈹ イ才 ンの 生 成 乙曩 の ダ ン グ
ステ ン電 拯 の電 位 をP【 に剄 して十1湖Vと レ75〔〕
OC以 下で はPtか ら熱 電 チ が 出 ない 事 を確 め.た後 ・
P【の温 度 を艮500Cとして反 廳 を始 め る と,勲 線 の
濃 度は 急 激 に6000C迄.ヒ昇 し後 徐 々に 降下 す る.之
と雫行 して ダ ン グ ス テ ン趣 へ も竃 流 が流 オレ、P吐の最
lr3、温度rioO。Cの盛で 殻 穴 、置≧瀞X隻0-12Ampが 得 ら.
オした.他 に も種 々條 件 を塑 へ て寳 驗 して ゐ るが,と
に か く反 鰹{に1孚ひ 負1.二荷電 した粒..尸力ζ飛 出す 虞は 確
賞 で あ る.併 し斯 か る嚇 い電 流 しか 得 られ な い 露 か
ら労 へ る と之 は化 學 反:感に 某 く もので な く.P星上 の
活 性 中心 が 局部 的i.こ熱 せ られ て 熱 電 子 を出 す もので
あ ら う.次 に 今 匿は タ ン グ ステ ン擁 を一1.=協Vとし
て,正 に 荷 電 した もの を調 べ る と,此 の場 合 も:140。C
邊 ヵLら電言胞ヵ可昌度 と丿Uこ榊 丿ヒし,亅廴つ1.【3と「)里と
の混 合 物r捨ごな くて も.`):だけ 仔 作す る時 で も電 流
の大 い さr塒 哩 りが な ・・事 オ`認め.られ た・ 從 つて
正 荷 電 拉 子 もr・:捌{脚.謀くもの で なGPLヒ に存
在す るo,に 姻 す る も醍 考 へ ら樋 ・ 蔚 し 嘶
か る荷 竃 粒子 が 反 慮 のiκ接 の産 胸 と† れ ば,タ ング
ステ ン銚 の制 姥 正 乂は 負 に して是 等 の産 物 をPt」∵
か ら奪 ∫齢 る時,反 轗 度 が 影 礬 を受 け て よ・層 で
あ るが,】賦 聯 ・徽 果 は 認 め ら オしな かつ たの で あ
る. (外11り
{
25.自 金 上 に 於 け る7セ チ レ ン と
水 素 と の 撥 觸 反 隔
A.Fm.ka臣aIKIL.Farka5,丿覧4〃 翫 α ぐ〃8・
釦 ム,61,339G厚40τ(1939)・
著 都;は 光 に 白金 上 に於 げ る.エチ レ ン,ペ ンゼ ン.・
ア セ トンの接 淌水 素 添 加 を.級告 したが,之 に硼聯 し
て 壓 力70～150mm,20-MO。fに於 て ア セ 乎 レンの.
水 素雌 加 を研 究 した の で あ る.
反塵 速皮 は ア セチ レンの 雕 の櫓 加 と共 に 減 少 し、
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の抑 制 は 民チ レン水素 焔 加 に 於 け るエ チ レ ンに よ る
抑 制 作 用 よ りも蔚 しい ・ 水 素 鹸 加進 行 の 逾 匚1瓱に突 然
.壓力 の減 少 を見 る躪 があ る.此 の 原 因 に`まア セ チ レ
ンが減 少す るた め と,出 來 た 吊チ レンの 水 素 雌 加の
速 度 が エチ,レンの 田來 る遖 凌 よ りも蓮 い た め と考 へ
ら4しろ・ 而 して 反1髄 鱒 唸 激 に 増 す 歸 ■全 部 の ア
セ チ レ ンが使 川 され た 鮎 に 一致 す る.即 ちす べ ての
ア セチ レ ンは 先 づ エ チ レ ン に な η,然 る後 ニ タ ンに
な る.
7k蒸とア セチ.レンの吸 着 度 を知 る ため に パ ラ水 素
の韓 位 反鷹 と水 素添 加 とをFlj晦に 測 定 した・ 韓 位 遠
度 は エ チ レ ンに よつ て あ 雲 り臓 少 され ない が.ア セ
チ レンに よ 口晋 し く減 少 訓 しる.此 の事 は吸 着 暦 に
於 て アセ チ レ ン は 馨 し く水素 を置 換 し ・ エチ レン よ
り も遙 か に強 く吸 管 す る事 を示 す 。
水 素添 加 速 度 の温 度 に ょ る影 響 は あ ま り正 催 に は
澗 定 さオレなか つ たが,活性 化 熱 と して!コ～17kcalな
る値 を得 た・ 此 の値 は ヱ チ レン1.こ劉 す ろ 了冖10kc艮1
よ り幾 分大 で あ る.重 水 素 の添 加 遖 度 は 水 索 の場 合
の約1.5倍遲 い事 を見 た.著 浙 等 は エチ レ ン水索 添 加
の際 活性 化 は 水 素 の解 離 に あ り・ 水 素 渇〔子添 加 には
殆 ど活性 化 エ ネ ルギ ー を要 しない 事 を見 醜 した が 、
上 の結 果 よ リア セ チ レンの掛 合 も同 様 で あ る と考へ
られ る.此 の 場 合 活性 化 轟.ネル ギ ー が 比 較 的 大 で あ
るのは アセ チ レ ンが 異 く吸 蔚 さオして 居 る た め アセ チ
レ ンに よ り水 案 が 置換 され て 居 る か らで あ る・
反 矇 の 機構 にう い て 著 者 等 は不 飽 和靴 合 に 貴Lて
2の 水 粥原 子 が同 時 に織 合 す る と考 へ たが,堀 内及

















堀 内及PoI4nyi.は水 素 添 加 の 擬構1.二關 聯.して半 ば 水
薬 添 加せ る もの ぷ 分 解 ナ るの で あ る と考 へ た.後 者
の ・ぢへ の 根態 とな つ て1♂}るものは,不 飽 和化 合牝 は
飽 和せ る も の よ り も交 換 を起 し易 い と 云 ふ 事箕 で あ
るが,今 の揚 合 ア セ チ レ ンの 交換 速 度 は ニチ レンよ
りも非 常 に甦 い か ら,か ㌧る臨 を以 て 説 明 す る事
は 困難 な樣 に思 は れ る.著 者 等 の 機構 に よれ ぼ,交
換 遉陵iは炭 化zk素の 吸 着 匿 ・ 水索 原子 の炭 化zk索よ
り潅 れ る難 易に よ る も の と 考 へ らオしる.今 の場 合 ア
セ チ レ ンは強 く吸 着 す るが 水 素原 子 が離 オLるこ とが
困難 で あ る た めに 紬 局 交換 速 度 が邂 い の で あ る と思'
は劃 る,然 し此 の捜 構 に驪 しては 決 定的 な判 斷 を下




電 氣 二 震 層 に於 て ζ に て表 は さ斗しる斌 の物 理 的性
質 を論 じ,ζ を 鴨hに て表 は す事 は大 變 混 亂 を來
ナか ら,新 ら しい單 位"Hei皿hohズ,を提 田 した.
一 般 に 力學 には 是 さ,哮 湖,質 虻(又 は エ ネル ギ
ー)の三 個 の獨 立 デ イ メ ン シ ヨ ンが,熱力學 には 長 さ}
時 間,質 颯 又 は ニ ネ 所ギ ー)及び 温 度 の四 個 の獨 立 デ
イ メ ンシ ヨ ンが考 へ られ6・Lか し この数 は或.る杼
遍 恒 敷 を單 位 とす 彳しば減 少 す る.例 へ ば 光 迚 度 を單
位 にせ ば長 さ と時 囘 が無 差 別 とな り,瓦 斯恒 敏 を犁
位.とせ ば エ ネ ルギ 　 ξ温 度 が 同 一 とな る,電 氣 力 等
に於 て.も四 個 の獨 立 デ イ メ ン シヨ ンが 存 在 す る.そ
れ は長 さ,時 間,二 事ルギ ー及 び 荷 電(cl聰arge)にて,
例 へ ば双 瞠子 能 率 は(荷 電 ×長 き),電 流 は(荷 電 畤
間),電 場 の 強 さは(エ ネ ル ギ ー'長さ・荷電),ボ テ ン
シヤ ルは(エ ネル ギ ー～荷 電)又 罕面 的 荷 電密 度 は(荷
電 ノ畳 さ2)で表 は さ鵡 る.1
今二 重 暦 に て弔 面的 荷 電:密度 を σ,そ の 甼 行面 の
爿巨鬮:をdと す オし【ま,正工elnl1Ldlz`まτ二σdを ニ ョむ【f
の能率 と呼 んだ ・ しか して 靜 電氣 的 法 則 よ り二 重 暦
を枇 切 る ボ テ ン シヤ ル差 φは7に 比 例 ナ る.帥 ち
φ=踐τ…(1》aは 誓 起 恒敦 に で,、τの デ イ メ ン シ ヨ ン'
は.(電荷X長 …さノ面 積)φ の ぞ1しは(長 さ1電荷畔)なれ
ばcmり5¢cり知u且eJhraday單位 で 示 せ ばa=1・(klX
1⑪2冂ou1いcm1駄rad"y9,靜電jY吐位 で はa菖4置er琶 ・
cm1(c・5・u・cl1訂寧}9と な る・ 佼 つ て靜 電 單 僖 で は
・μ竃 を單 位 とナ 観 卸.二よ りデ ィ メン シ ヨ ンは四 個 よ
L,三 側 。渺 する.
,
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苔 し二 鋸 間 が均 一 崢 方性 電 娠 質 に よ り滿 され る
場 合1.よ
φ=aσrd=a(al厂ei)〔1・=aDapd〔2}
D尸 彑 霄 血=匹 ・(3)とな る.σvは 全 荷 電審 匪 の 和,
Opdp
∂r・,itk9性4面上 の 荷騨 渡 ・一σ1は闘 噌…面.1:に棲 近
せ る電 媒 賞 に起 る誘 導 荷 電 密 戡 で あ る・Dを 霊 媒 係
ロ リ
鼓(d[electrilrCt.nff.}'と云 ひ,こ れ が σ1レ(又は φ)に
無關 係 の場 合 の み電 媒 恒 鼓 と云 ふ.
扨,電 氣蓮 拗(electro・kinet【C)現象 の 基 礎 定珊 は
■.lel・ph・ltzによ り導 剖 封さ薯Lたが,彼 は 全 荷 電 分配
の 二 重 暦 を.取扱 ひ 讎 面 荷電 と 誘 導 荷 電 を廣 別 しな か
つ た・ 皿 つ 青3電氣 軍位 を用ひ.た.例 へ ば 電氣 漆 透 醸
の際 に は
』・苧 一齢 流… 麟 ・強・・ゆ
粘 度,「;管 の 卞 窿{)が成 立 す る.・しか して]lelmlieltzit
㎡ テ ン シ ヤ ル 差 を 靜 電 單 位(volt)に て φ1一φa;JlrrT
曾.,(6)とLe,後Perri随6.ま擬t5女二 疏 層 「こ損 彊 し, .lf_
っ 二 朗 を横 切 る ポ テ ン シ ヤ ル 差 と し て`=蜘 τ1D
…(6)な る 式 .を興 へ た.(6)式 の 而 邊 が 同 一 デ4Sン
シ ヨ ン(畏 さ3!時間)で あ る 場 に は(5)式は 都 合 が 悪 い・
従 っ て 電 氣 二 鮒 の 能 率rと ボ テ ン シi7ル 差 φ と
の 匿 別 を 明 瞭 に す べ き で あ り,rを 闇ollで示 ナ 事 は.
種 為 の 温 個Lを來 す.故 に こ の 單 位 と して"IIelrnholtzi,
を 奥 へ る.
11・le聖mhaltz=1Dc1)fe'A2旨le.s.u.chargetcnT.
fkつてvolt單 位 の ζ をIlelmholtr,單位 のrfC愛
.換 一ナ る に はC▼ob-i呈 ζ1正c夏mholttとナ オしば よ く・
常 温 の 水 に 對Lて は ζ'volts=2.1ζHe]皿hr,ltzとな
る.(水 渡)
25.蛋 自 質の 箪 分 子 層 の 新 しい つ く り方
S.St翻量丗rg&T.Toore11卿7ン認榔,乃 贓
5わム,55,1413冖6(1939)・
・ 水面 の蛋 白質單 分 子暦 の 研 究 は 近 來 各 方 面 に於 て
行 は オして 屠 るが,完 奈 に且 つ 敏 速 に 水価 擬 散 を行 は
せ る事 が比 救 的 困 雌 な 場 合が 多 い ・ そ オLは大抵 の掲
合 ホ溶 液ぞ 同懺 を直接 用ひ て,'}るか らで あ る・ 然 る
1こ「厂厂レコ卩 丿レ噸9月詳肪 酸1.こf7撃解 す る様 な 手亟甕頁の蛋1:5質
な.らば こ の瀞 液 を 水 面 に滴 下 す る 礁 に 依 て容 易 に軍
分子 暦 が 田來 る事 が近 頭 わ か つ で 來 た 〔本 誌 曲 盤抄
録 α備}蜜躍{〕.併し こ4しも ア ル2一 ルや 脂肪 酸1二i器解




1的攀驟 巽蠶 魘襟 麓t犠鍍
1も のは 〔プ"ビ ル ア ル コー ψ+配 纖 ソー ダ〕で ・橄
1ア ル プ.ミンの濬 解 度 の研 究 の 紡 果 〔TooreU,温従加鋸,
lZ,229,1(1930)〕得 ら遭レた もので あ ろ..この瀞 媒 には
■
次 の特 熊 が あ ゐ.
・)ア ル ブ ミン を完 を に瀞 解 しい つ迄 も透 切 肌 憩
を保 つ.
b)コ レス テ 卩 一 ルや レ シチ ンの 如 き麹1勝類 を も
溶 鰐 し得 る.
1。)。 の轍 麟 騰,せて頓 嶝 を黻 せしめ
な い・ 両 も蛋 白質 の 熱變 性 丈 は起 し得 る。(後 逾)
d)こ の 溶 液 は 空 氣一 水 の界 面 に も,ベ ンゼ ンー
水 の界 画 に も容 易 に績 肢Lて 單 分子 贋 をつ く り得 る.
斯 くの 如 く種 々便 利 な特性 が あ ろ が 斯 く して 得 ら
著しる甲分 磆 が他 の方 法 で 握 らご.した 性 質 と全 然 別 な
もの で あ つ て は困 るので あ るが,(a)ア ル コ ール及
び 酷酸 ソー ダ を透 析 して も瀞 解 度 が爰 らな い 事(b)
一SH群 に 到 す るni【mp【u5sidote5重に 殴性 で あ る事
〔c)究氣 泳 動 性 が普 蓮 の 蛋 白 と異 な らな い事 淡 び 薄膜
[ に闘 しでは(d)表面電値一表面濃匿曲線,並 に表面
1戴 カー表面澱度曲糠が他め方法で欝た萱由質薄膜の ー
1飜 と嗷 す。,1`薄の鑽 莇,蛋 岨 そのゆ
11こは,格 湖この漉媒が影饗を興へないミ」邊 確める事
ト 渕 來た・
1,蕪鐸 潔麟 装驚 を腿1嵩如1
」
26.熱 變 性 を受 け た 血清 蛋 自の表 面 薄 膜
S・S【餬be㎎,7短肌 茄m4L翫,
35,1{16}20(193」レ》
最 近 蛋 白質 の薄膜 に 睨 す る研 究 が 可 庇 り多敷 現 れ
て來 た が〔Nc財a【h二B囗1し伽 〃'.肋。,25.396(1938)〕
そ のII榛の 一 っ は,蛋 白質 が飽 性 を受 け た哮 の構 邉
上 の塑 化 を探 求 せ ん とす る も ので あ つ て,延 い ては
ニオしか ら蛋 白質 の 構遙 を考 究 し.ようとナ る もので あ
る・ 〔岩 波 科卍郵,9卷〕
.熱變 性 を受 け た蛋
1!殫溶 液 が 胎係 を囀 ナ と云 ふ 事 は
萌 か ら知 られ て 贋 るが,N6ロr副h・S跚m(!9}玉9)のコ1乏
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は 熱變 性 に際 し棒妝 に な る と云ふ 推 論 セ下 して 居 ゐ・
う(}1葦r⊃ky臨イ、n50n〔1936)は變 牽韮…に際 し.一S≒S一の彑11
き原子 結 鍬 がrSHの 形 とな つ て 居 る那 を推i論した・
若 しそ うで あれ ば 表 面 薄膜 の性 質 も.弱し く鬱 化 を示
9さ ね ば な らぬ 筈 で あ る=無 るにB u1】(193S)の綿 密
な研 究 に も殉 らず,表 面 耨 膜 の 濺縮 串 や,表 面 分 子
嘶硫 に於 ご巒性 蛋 白.と報 通 の もの と の 間 に 差異 を 認
め る事 が 田 來 なか つ た の で あ る・
BuUは この時 卵 ア ル ブ さンを使 用 した の で あ るが
27。高分 子 物質 に及 ぼす 有 機 溶 媒 の作 用 .
WJ開ILM』1.A励 躍Lβ.,49,1-74(19δ9》
エチ ル纖 維 素 以 下 鼓 睡 の 繊 維 素 誘 導盟,ボ リスチ
ロール,弾 性 ゴ ム,一ξ一 ク ライ ト,ブ ル シ ン,ボ リ
ヴ イニ ル配}酸鹽,ぎ リメタ ア ク リ」シ酸 メチ ル ヱ ステ
ルr四 ブ チ ル沃化 ア ンモ 轟 ウム 、 鉢垠 等17種 の高 分
子物 質 に對 す る種 々の 淡.化水 素,ア ル コ ール,ア ル
i'デヒド,ケトン・酸圦 テ!噂6嬾 の磁 澱 の膨
潤,溶 解 の 作 用 の有 無 を10SSの系 に付 き.調べ た.そ
あ・.その艶 妖 峨 鰍 況から考一て1・田1の1
贓'鯲 て1繼性蛋白が完全に 繭 翠分裾 を形成1
して居なかつたのではないかと云ふ疑問が起った・
そこで,も っ と賓験的にとり.扱ひ 易い血清蛋山を
と恥 前報で逾ぺた表衝槻散法を 用ひて,表 両電.位
及び表両分子面稜.を測定 し併せて,双怪子能串の計
算を行つたのであ.る.測健には 翫hulman-R【de`し1












い は表面濃度rμ は見かけの双饒子能力)に從て μ
を求めると幵通の蛋廁と熨性蛋白とで 餘 り大差がな
u、 ・
e)警通 の蛋 白で は ア ル コ ー〃及 び 酷 酸 ソーダ を透
析 して も沈 澱 を生 じない が1熱 處理 した ものは,嵩
張 っ た沈 澱 を生 ず る.こ の 沈 澱 は 〔ア ル コー ル十 階 陂
リーダ〕湿 液 に 容 易 に濤 解 ナ る・
り 熱 處理 を受 け た もの はnitroprU頸de&俗1「二於
て 陽性 を示 し,一SH群 の 梅二准 を承 す・
































































第 一 圏 に示 す 如 く,縱 軸 に瀞 媒 の表面 張 力 σ翫 軸
に その 透 電 的 函數 μ2!ε(茲に μ 団皀に ε はジこ々 群 媒
の 双 悌 子能 率,及 び 透 電恒 鼓 を表 はナ)を 取 れ ば,各.
. の々溶 蝶 に 固有 の鮎 ぷ輿 へ られ る・ 此 の 属か ら・ 種
々 の淋 媒 力`・或 一 定 の高 分 子 物 質 に 到 ナ る作 川 を盧
"唱す るこ とオ{出來 る.f州へ 匚f三研1f酸繊 維 素 の茜覧肪 」議…
酵 媒 に 對 ナ る畢 動 を示 したの が 第 二置 で あ る.同 じ
、
■■L....._.一= .・一 ■ 閣嗣 開 胴白【 ■卩■ ■■旧 ■i■一麁 . .囲一 岬喞












































● 完 全 瀞 解o一 部 分 湿 解
・ 不潯 及膨 潤
f乍月亅を有 ナ るξ容媒 は或 範1耐内 に包 含 さ瑠しる こ とr二な
る.
滞者 並 に値 の 研究 者 逮 の,比 重,拈 度,透 寇 的 研
究 の納 果 を綜 合 して,窩 分 子物 質 の 有 機溶 蝶II屆に 於
け る瀞 解 或 は膨 潤 の 現 象 の 第 一段 階 は り溶 媒 和 に 伎
つ て起 る こ とが 明 らか に され,た.
とに か く,有 機 溶 媒 の 高 分子 物 質 に劉 す る複 雜 な
作 川 を そ の;三 の物 理 的 恒 数 の み に 依 つ て,比 較 的
簡 堆 に 分姦L得 るは レ注 目すべ き こ とで あ る と思 は
ぞしる.(Ill竃 ヒ)
28.化 學 的に 閥 係 あ る液 體 の粘 度 と




氣 懺 の粘 度 を裟 は ナCbゆ 噂nの 式
η量0.499σω1.1γ'百(1)
(益に σ置窃 慶,ω 冨箏 均 速 度 ・.工畧 自由行 提)よ リ氣
短 邂 勤 諭 的謗 導 に依 つ て 次 式 を徘 た・
10g曽二(AIogM-B)1T一蓴logCJ㌧ ω)
益 にMは 分 子 量 ・PにP訂ach(レrで,A・B及C
は温 度 に無 關 係 な常 敷 で あ る・ 此 式 はAndrowSの.
歌 態 の 連績 性 あ原 理 か ら液 體 に 於 て も適 用 さ れ る こ
と を漁 想 したの で あ るぷ,實 際 種 々の 炭 化 水索 政 其
の ハ ロゲ ン化 勃液 短 に於 て権 め て よ く實 瞼 偵 と一 致
す るの で あ る.常 教A,B及Cは 分 子 の 形 や 凝 集
的 性 質 に闘 保 ナ るもの で,阿 一.系夛叮の 液 慨 に 於 て は.
不 躯 で あ る.例 へ ば 臭 化 ア ル キ ル系 列 で は 一 般 式(2)
は下の如くなる.
1・gP㍉一圃 ・躍M司 ・祀・)π一 ・輸(・)
次 に 一つ の物 質 に 就 ては ・M及Pは 定 ま つて ゐ
るか ら,一 般 式 は
η=α¢躍(4)
な る形 を販 る.之 は 帥 ちAndradeの 拈 度 の 温度 に
依 る憂化 を表 は ナ式 で あ ろ・ 以 下 少 し.くα 及 β を
吟 味 して見 や う.一 般 式(皇)との比較 よ 勾
β嵩AIo9週 一B(5)
で あ つ て,β は 分子 斌 に關 係 ナ る もの であ る・ 貴 際
もよ く此 開 係 が 同一 系 列 で域 立 して ゐ る・
(4)式を書 きか5る と
1・9写言β'T一〆 ⑥.
俄bg・=一 〆 今(6)式に於 て,1・慰 η と11Tと ρ
な すirl:線よ リ 〆 が 求 め ら1し,(■,)式との 比 較 よ0〆
が一義的にPa"achO咽敏として郷 陣
一 一〆=xlogP十bgy(7)
と な る,エ 改yは 欝 数 で あっ て,例 へ ば ハ 囗 ゲ ン化.
ペ ン ゼ ン系 列 に於 て は,一〆置L71410gP一言8125で
あ る.
從 つ で η の一 股 式 は
Io9η二A(109M)!T十～dく・9P十!ogy(8)
と な 叺 例 へば ハ ロゲ ン化 プ ロパ ン系 列 に於 て は
10gη=1ST(LogM)ノT十L嬲10gP-6,69診0(9)
が橄 め て よ く實 驗 値 を表 は す.
最 後 に ・叩 ゲ ン化 銀 の 如 き焙 魂 鹽 禪こ於 て も同翻
論式 と賓 驗 値 との よ:き一 致 を示 す.10gηとlogM/T
との示 すif〔線 の傾 き が よ く一 定 値 を示 す.唯 〆 と
10gPとの 直稼 圃 係 が多 少 つ れ が 出奈 るが,之は 引 用
したp邸 ㏄hoτの數 値 の不 正確 さに 依 る もの と考へ
らオレる・(小 野)
29.迸 電 的 に 定 め ら れ た 蛋 自 質Zein
.粒子 の 形 と 大 き さ
M・A・EIHo1&」 ・Willia嘩・ノ ・4〃'・
C准げ〃8。5わζ●,617718川三}壬〔1939).
阿Zein蹄な る蛋 白質 は ,水 と酒 籀 との混 介 物rこよ
ζ酵 解 † るので,電 氣 鮮導 鹿 に幕 く誕 差 を 閏來 るだ
け少 く して逶 電 恒 数 を測 定 す るに都 合 の よい試料 と
して 注 目 さオし・既 にWym蹶 冂 に よっ て透 電的 研究 が
行 は れ て來 た.
i嵜掃搾 ぱ ごり 藩 液 に ブ リツチ法 並 に レ ゾナ ン ス法
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は・Wy血・mが繊 的に得た偏繧Pと 寧電鰍 ・と
の問崛 髄 示拭P一 『尹(・bは澱 ∫を鵬
異 常 分 散 領坡 の丁 慶rl5間の 準長y。,粒 子 の 餒 看畤 聞
(祀la瓢llonlimc)f,.粒子 を球 形 と置 定 して,そ の半





但 し π は圓 周 串,kは'Bohzm跚 ロ の恒 數,η は
秀 散 媒 の粘 度 口Tは 絶劃 温 度,Rは 氣 斟 蹶 ・・は
粒 子 の比 警 を表 は ナ・
箕 驗的 に レ。を 見 田せ ぱ ①(2)(3)式に よ り粒 子 の
半 徑 及び その 分 子 斌 を求 め る こ とが 幽 來 る譁 で あ る・
一 方Pcrri11は擶 圓 廻 慱 蠍 歌 の粒 子 を含 む 系 のホ
力學 的 」匠扱 か ら次 の(・り(5〕.式を得 た・
亭 置1[亘 一ρ.5(・一・届 ≒1・・'+`毛1　が]畢



















一5b・ 極 端 に 大 きい蓮 度 勾酣 の存 在 す る
際 の澱 粉溶 液 の舉 動
W・Secku・G.Fischer,楠崛4濫 ,
90,51～8(1940〕.
大 きい 蓮 度 勾 配 を生 成 ナ る芻 に5Hilrrdlのコ 囗
イ ド ミル を用 ひ た・ 内部 の廻 鯨 腺 の 半 徑 は75mm,外
側 の 靜止 體 の 宇 徑 は 了5・12mm,適韓 蓮 度 は1分 悶
們000囘・ 從 つ て 速 度 勾配 は3 .9x1四弸 で あ る.操
作温 慶 は7(ドcで,液 の 細隙 部 を貫通 ナ る速度 は5立
1時で あ る・ 蔵 扮 溶 踟 堰 度5 .%で,透 り方 は水 一 眼
粉 混 舗iを 逆 流 凝 精 器 付容 器 に入 畆112。cの 浴 柵
中 で混 度 を上 げ95。Gに逹 せ しめ 而 して70DCに下 げ
る・ 粘 度 は球 苗 下 法 に よ り70。Cに 於 て 渕 定 した.
渕 定毎 に 蕩:下脈 要時 闘 は減 少 す る が,蓮 績 教 囘後 一
定`.二なっ た時 の讃 み か ら 絶 對 粘 度 を算 出す る.貴 験
結 果 は…麺 姻 な る・X澱 雛 に依 つ て 搬 粉 の糊
イヒ過程 を戳 蒡をナ る と,三 群 の澱 粉rζ就 てr夫々 特 玉…カ=
あ.るこ とを篇 眞 で 示 してゐ る・1帆 て 機 械 的處 理 .に
依 る站 凄 減 少 と各 澱 粉 群 の 膨 澗縛 性 との 問 に剛 保 が
あ る こ と を明か に した.
凸




















































































く72『c以上に繍 せず礎 って未だ破竣ρ餘腱 っ
てゐない歌態で機糠的處珮 してやると,到達ナる轄


















膠 質粒 子 の ζ一Vd'位がx線 の1!賜量のmPHEIとkに周
期 的 に」曾滅 す る と云 ふ現 象 は既 に前 報(本 藩13卷第1
輯 抄 録參 照)に 報 告 した慮 で あ る・ ζの 現 象 は 其 後
水 酸 化 鐡 、石 墨,陽 性 及 び 陰 性 淡 素,石 英 ・ 深 び 金
等 の ナ ル に穀 て も同樣 に認 め ら才ゐ 事 を確 め た・ 牡
に 金 ゾルは その 粒 子 の大 き さ を異 に す る比 較 的 均 一
な試 料 が得 易 い ので 粒 子 の大 き さ 占 一胤 の現 象 と
の關 係.に闘 して 更 に研 究 を 進 め た・
種 々 の大 き.さの 金 ゾル粒 子 を得 るのに はNVc.・tgTe"
の 方 法[,Z.・…ng.Cl・em.,.:CIIi,151(1915)〕に 依
つ た.帥 ち隣 で 還 元 して 得 た 微 小 粒 子 を核 として 坩
ひ,之.を.混入 レた鹽 イヒ金溶 液 をH皇 〇三で 還 元 す る事
に 依 つ.て粒 子 の大 さを 邁常 に誠 長 させ るの で あ る・



















瞳 囲,騨醐 膠,崗蝋'炉 乙ゆ【鍾`圃馳=,
第 一 圖
きい の'哥.ある・ 而
して 最初 の標 小鮎
`ζ於`ナる變 イヒ孳鮎主
.最大 粒 子でtO%最
.小 粒 子で 妬%で 大
體 粒 子`ド裡 に 迹 比
例Lて 居 う 標 に 見
え る.又 そ の一 週








teth一車"n画rt'・=・繭 、も"山 世 ・齢 砌・a
箏 二 鬪
氣 容 殻 に 逆 比 例 し,従 つ て 粒 子 が 小 さ くな る纏 影 窰
ロ
が 大 と な る もの と考 へ られ る..
今 簡 單 に考 へ て,膠 質粒 子 の`電 位 が球 形蓄 電 器
の 電位 を.示す もの と す る と,こ の粒 子 蓄 電器 の 荷 電
董qは 彡ζの 如 く表 さオしる.
哩噐Ka(a十δ)1ζδ
但 しKは 媒 質 の 透 電 恒 數,nは 粒 子牛 徑,δ は球
形 蓄 電器 の.種板 聞 陳 で あ る.又1匸 ¢lmhellzの式 が
用 ひ られ る とす#ば 電 氣泳 動 逋 度Uは
ll=_聖 一.4
π?
この2つ の醐 係 か ら
q=4nr,a(a十δ)u'∂(1)
然 るに,uの 最 小.假と最 大 値 との差 をduと す る時,
第 一 圓 の結 果 か ら,adaと.aと の關 係 を求 め る と第
8φ
二 回の 様 に な る.皀卩ち
a(h十δつdu=const.(2)
な る關 係 の あ6事 が.わか る.但 し δノはSx10-Scm
に相 雷 す る恒 数 で あ つ て,こ れ が(1)式の δ を意 味
す る もめ と考 へ る と,(2)なる驪係 は,(1)式 と.併せ
考 へ て,duを 生 ず るに 要 す る荷 電量 の墾 化 は 粒 子の
大 小 に無 跚 係 であ る と云 ふ 事 に な る..そして その荷.
電 拭 は 上 の 闘係 か ら計 算 して大 駿2便 とな る・ 但.し
ゼ は電 子 の荷 電 で あ る.
次 に 匡 力{拯'∫・點 「こ逹 す る迄 に要 す るX覦 射 最
をDと ナ る と,a.と.Dの間 に次 の 樣 な關係 の あ る
事 が第 一 岡 か ら得5和'る ・ 』
(a十Z)fxD=conSL
∬iしZは8×10　 7cmに 相 常 ナ る恒 數 で あ.る・ 二
の 意昧 は よ くわ か ら な い が,(a十Z)1工X線 照 射 に
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冊 を受 け た粒子 表 面 か ら,光 電 子 の 楼 な もの を放 出
す るので は なか ら うか と考 へ らオしる.
一 定 の 粒 子 に 關 しUの 雑 大 に逹 ナ る迄 に 蔓 す る照
身撞Dと ま盈度8の 卩「豚こは
D昌Aeb'9
で 表 さオしる樣 な圏 係 の あ る事 も認 め られ た.〔A,bば
傾 鼓 で あ る)こ れ は少 し熨 形 して
D=Aθ囗ew'摩9
と書 直 ナ と,二 の 胃 は光 電 子 放 出仕 事 に粗 鴬 ナ る値
とな る.'百議 腸 質 に鍬 して はw=O.09eV,金 で は
w謡0.11eVを示 した・
併 し何 故 に,Uが 週 瑚的 に」駐減 しな け オしば な ら幽
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